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マツ類の群状枯死を起こす「っちくらげ」病

に関する研究*

佐藤邦彦(1) .横沢良憲(2) .圧司次男(3)

K. SATÔ, Y. YOKOZAWA and T. SH�: Studies on Rhizina 

Root Rot Causing Group Dying of Pine Trees 

要 旨:東北地方の海岸砂正林を主としたマツ林の，群状枯損のほとんどは本病に起因する。

子のう胞子は 40........42 0C の12時間処理により発芽した。コロニ一発育の温度範囲は O........33 0C，適温

250C で，酸性で良好，ア jレカリ性では不良であった。

病原菌の土壌接種でアカマツ，クロマツ，カラマツ，アカトド苗lζ病原性を確認し，発病は病原菌

が土壌中に優占した場合にかぎられた。寄主として針葉樹 7 種，広葉樹 2 種をあげた。なお，患部の

じん皮組織に形成するせん孔虫の食とん状のものは，菌糸束による腐蝕乙んであるととを確かめた。

林木の発病は，病原菌の汚染範囲林床にかぎられ，不整円形に拡大する。汚染林床では，担子菌類

の菌糸網層が消失して透水性が高まった。病原菌の汚染深度と根系の腐朽深度は，外縁部lζ向かつて

しだいに浅くなった。菌糸網層の消失は，病原菌による落葉や粗腐植の分解に起因する。土壌からの

病原菌の検出には，アカマツ生枝によるトラップ法が適用できた。子実体の発生は，林床の耕起およ

び L........F層の除去によって促進されたが，化学肥料と消石灰施用の影響は認められなかった。

春の山火事跡のマツの根系の分布範囲には，約 3 か月後から子実体が群生し，壮老齢林lと多く幼齢

林iと少なく，乾燥地では少なかった。林木の被害は焼跡を起点として進展する場合がきわめて多く，

特に砂丘地で著しい。菌糸の発育は焼土とアカマツの根のてん加によって促進されたが，木灰のてん

加により阻害された。アルカリ性土壌では発育不良で，酸性~強酸性土壌では良好であり，アカマツ

稚商の発病は酸性が強くなるにつれて増し，アノレカリ土では全く発病しなかった。

クロマツはアカマツよりも被害例が多く，海岸砂丘では林齢が高まるにつれて，林床土壌が酸性化

して発病しやすくなった。クロマツ苗の発病の気温範囲は 15........31 0C，適温は20........25 0C付近にあった。
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1965年，林業試験場東北支場昆虫研究室長木村重義技官が，宮城県石巻市長浜国有林のクロマツ海岸林

の群状枯損木のまつくいむしの調査の際に，その寄生木の根部に，ほとんど例外なく一定タイプの腐朽を

発見した。さらに，同技官は岩手県陸前高田市のアカマツとクロマツ海岸林において，同様な根の腐朽部

に樹脂が浸出したために，砂が固結して団子状をなしているものを見い出した。その後，同様な被害が秋

田県能代市の海岸林でも認められ，これらのマツ林の被害には，なんらかの土壌病原菌が関与している疑

いが濃厚となった。

たまたま， 1966年11月，当時の東北支場保護部長小野馨博士が木村室長と前記の石巻海岸林に同行し，

まつくいむしの寄生木の根元やその付近の林床に，群生する子のう菌の一種の子実体を発見した。同博士

は，本菌が林木の枯損との関連性が濃厚であると判断して標本を持ち帰り，著者らに提供された。著者ら

はこの標本により，欧米においてマツ類をはじめとして針葉樹の群状枯損を起こす病原菌である Rhizina

*昭和43........46年度，農林水産技術会議特別研究「まっくいむしによるマツ類の枯損防止に関する研究」成果の一部

1974年 4 月 18 日受理

(1) (2) (3) 東北支場




















































































